
（様式１－１） 令和５年度 学校評価報告書 大牟田市立玉川小学校（ＮＯ１）

学校教育目標 志を持ち、自ら考え行動できる児童の育成 重点目標 自ら つなぎ つながる力の育成

評 価 計 画 自 己 評 価 学校関係者評価 改 善 計 画
重点目標 目標達成のための方策（取組指標） 成果指標 評価 結 果（成果○と課題△） 評価 コメント 次年度における改善策（案）

○子どもがめあてとまとめをつくる授業 ○全国学力・学習状況調査正答数（全国平均同等） △個々の子供の学力分析した個人カルテを十分に ・学校の評価は適切である。 ・上級生に対するきめ細かな指導を継続しつ

学力の向上 ○個々の学力分析と指導計画の策定 ○大牟田市標準学力調査正答数（全国平均同等） ３ は活かせず、全国学力状況調査、標準学力検査 Ａ ・学習のまとめとして、自分の言葉でまとめ つ、低学年も実態に応じて、少人数授業や

○授業での交流・振り返り活動の位置付け（毎時間） ○市販テスト（85点以上の児童割合：80％以上） 等（国語、算数）においても、全国や県平均と ることができる児童が増えてきたことは評 取り出し指導などを実施する。

重 ○基礎・基本の定着 ○学習形態（少人数学習、ＴＴ学習等）を工夫した ◯少人数を生かした形態・授業の工夫 比べ、上級生は同程度となっているが、下級生 価できる。 ・交流そのものが目的化しないように、望ま

○個に応じた指導 きめ細かな指導による授業づくり ○３段階の交流活動を通して、友達と考えを伝え合い、 ３ は平均以下となっている。 Ａ ・授業参観して各学年とも集中し、発言もし しい交流のモデルを教職員で共有し、発達

○学びをつなぐ ○考えを伝え合い表現する場の設定 学びを深める児童（教育活動評価：９０％） ○３段階の交流活動を設定するとともに、発問を っかりしており感心させられた。 段階に即して交流を通して学ぶ授業の在り

点 ○環境整備 ○教育的配慮を要する児童への手立ての工夫 ○実態把握と個別の指導計画･支援計画の見直しとそれ 精選して授業づくりを行ったことにより、子供 ・下級生の学力については憂慮するところだ 方を追求する。

○自学習慣の育成 らに即した指導(教師アンケート：90％) たちは学びを深め、学んだことを自分の言葉で が、先に理解できた子供が、まだ理解でき ・個別の支援計画･指導計画と一人一人の学力

○ユニバーサルデザインの環境整備と授業づくり ○どの子にもわかりやすく、落ち着いて学習できる環 まとめることができる子供が増えてきた。 ていない子供に教えてあげるなど、玉川小 の実態を記した個人カルテとをつなげて考

目 境づくりと視覚的支援を取り入れた授業づくり ３ △個別の支援計画・指導計画の見直しを行った Ａ 学校ならではのよい環境もあるので今後に え、その子に応じた指導について明らかに

○学習のあゆみの適時適切な掲示 (教師アンケート：90％) が、その見直したものを実際に指導に生かすこ 期待したい。 した上で取り組む。

○計画的な学級訪問(月１回以上)と評価 とが十分にはできなかった。 ・授業では、少人数でのよさを生かしたグル ・４Ｔ学習については、漢字学習だけでなく、

標 ○家庭学習強調旬間の実施（学期１回）による家庭 ○家庭学習アンケート「自分から進んで学習した（児 △４Ｔ学習では、上学年の児童において自主的な ープ学習などいい取組がされていると思う。 自己の課題に応じてその他の内容にも取り

との連携 童）」、「進んで取り組んでいた（保護者）」80％以上 漢字学習の習慣化が図られつつあるが、その他 Ａ ・４Ｔ学習は、目指している成果指標まで子 組んでいけるよう、教師側からいろいろな

○玉川っ子検定の初回合格率 ５０％以上 ３ の内容については、自分の課題に応じて取り組 供たちに定着していくよう頑張ってほしい。 取組例を示したり、子供たちの中からもい

に ○自主学習の導入と充実 ○４Ｔ学習が定着している児童(教育活動評価：80％) む４Ｔ学習が定着している児童は少ない。 い取組例をモデルとして取り上げたりし、

（Target，Trial，Thinking，Training） 全体に広めて習慣化を図っていく。

○目指す姿をキーワード化した挨拶の取組 ○先生・友達・地域の方に気持ちよく挨拶する児童 ○中学校区共通の挨拶運動(M-HAT挨拶運動)で全 ・学校の評価は適切である。 ・めざす挨拶の姿を明確に示した「たまがわ

関 心の教育 ・たまがわ挨拶の推進(M-HAT挨拶運動) (教育活動評価：９０％以上) 校、保護者、地域を巻き込んだ挨拶運動に取 ・挨拶運動についてしっかり取り組んであり、 挨拶」の指導の一層の充実を図ることで、

○挨拶や認め合いの ○友達のよさに気づかせる学級経営 ○クラス・異学年のいいところを見つけの実施 ３ り組むことができた。 Ａ 子供たちは、みんな挨拶ができている。 さらに子供たちの挨拶の意識を高めること

充実 教師自己評価３以上（４段階評定尺度） ・どこで会っても挨拶はよくしてくれるし、 ができるようにする。

す ○縦割り活動の充実 ○縦割り活動において主体的に活動できる場の設定 ○「たてわりで協力していますか」 ○縦割り会議をする場を設定し、各縦割りグルー 自分から大きい声で挨拶ができる子供が多 ・子供たちの自主的・実践的・自治的な態度

と手立ての工夫 児童自己評価３以上（４段階評定尺度） ４ プごとに生活に関するめあてを決めて取り組む Ａ く気持ちがいい。 や能力を育成するために、縦割り活動を充

○読書活動の充実 ○読書週間、読み聞かせ活動の実施 ○「必読図書を読む」「進んで本を読んだ」 ことができた。 ・縦割り活動もあり、子供たちは学年を超え 実させたり、役割を持たせた実践に取り組

る ○読書の日常化 児童自己評価３以上（４段階評定尺度） ○読み聞かせボランティアや教師(担任外)による て交流できている。 ませたりする。

○ボランティア活動 ○教育活動全般を通してのボランティア活動の充実 ○「おすすめの本紹介カード」の作成 読み聞かせ、読書タイムや読書週間等の取組に ・読書の習慣を付けることにより理解力、表 ・読書旬間の工夫や読書ボランティアとの連

の充実 （毎月２枚以上作成の児童割合：80％以上） ４ より、読書に対しての関心が高まり、進んで本 Ａ 現力の向上につながると思う。 携等を継続し、読書の習慣化と多様な読み

評 ○自己肯定感の向上 ○認め合う活動や役割をやり遂げさせることによる ○自分から進んでボランティア的行動ができる児童 を読む児童が増えた。 ・子供たちがボランティア等を自ら企画して 物との出会いから読書活動の充実を図る。

自己肯定感・自己有用感の向上 (教育活動評価：９０％以上) ◯ボランティアや認め合いにより、自尊感情の向 行い、互いを認め合い、自尊感情が向上し

○「得意なこと自慢できることがある」「役に立ってい 上が見られる。 ていけば素晴らしい思う。

価 る」児童自己評価２以上（４段階評定尺度）

○体育の授業時間の運動量の十分な確保 ○１単位時間あたり３０分以上の運動量の確保 △子どもたちへ外遊びを推奨する取組が不十分で ・学校の評価は適切である。 ・体育科の授業において、体力の課題である

体力・健康の向上 ○休み時間は、基本、毎日外遊びの奨励 (教師自己評価：80％以上) あり、年度後半になるにつれ、外遊びをする子 ・休み時間の外遊びは、体力の向上だけでな 柔軟性を高めるための準備運動の実施する

○運動量の確保 ○柔軟性を高める準備運動（ストレッチ）の実施 ○１日３０分以上の外遊びをしているしている児童 ３ どもが少なくなった。 Ａ く、コミュニケーション力の向上につなが とともに１単位時間に３０分以上の運動量

○外遊びの奨励 ○業間運動の取組 (教育活動評価：８０％以上) ○１学期より業間運動(パワーアップタイム)にお ると思う。 を確保し取り組む。また、業間運動や外遊

○柔軟性の向上 ○体力アップをめざした業間運動の実施（週１回以上） いて、毎週全校リレーなどの取組を行い、体力 ・家庭での外遊びがほとんど見られない。ぜ びの奨励を通して体力向上を図る。

○食への関心 (教師自己評価：80％以上) アップにつながった。業間運動がきっかけで、 ひ、学校にいる時間は外遊びをして、体を ・次年度の重点目標「自ら考え動く力の育成」

（ESD） ○年間計画に基づいた食育の充実 ○地域の特色を生かした食育に関する年間計画の確実 外で縄跳びをする子どもが増えた。 動かす楽しさを知ることができよう先生方 の達成に向けて、学んだことを進んで実践

な実施 (教師自己評価：90％以上) ◯地域の協力のお陰で、全ての学年で地域の特色 には頑張っていただきたい。 し発信する力の伸長を図る。

信頼される学校 ○重点目標を具体化した４つの実践と達成 ○重点目標達成への意識向上「心を育てる」「たくまし を生かした食育を推進することができ、食を通 ・食を通してふるさとを愛する気持ちを持つ ・宮原校区小中一貫教育共通の「ふるさと学

○重点目標の達成 ○地域の方を積極的にGTに活用し連携を深め、進ん く健やかな体を育てる」「社会性を育てる」「学びを ４ してふるさとを知り、ふるさとを愛する気持ち Ａ 子が増えたことはとても良いことだと思う。 習」を軸に実践し、体験活動を通して玉川

○地域との関わり で関わる。 つなぐ力を育てる」(教師自己評価：80％以上) をもつ子どもたちが増えている。 ・地域行事に参加し、郷土を理解し愛する心 の地域のよさを味わい、地域の自然・環境、

○小中一貫教育の充 ○MｰHAT（小中一貫教育推進校）との児童・職員の ○地域学習に意欲的に取り組む児童 ◯M-HATの活動を通して、たて(小中の連携)と横 を持たせるようにさらに取り組んでいただ 文化財や地域行事等を大切にする心、町お

実と推進 交流と中学校への円滑な接続 (児童自己評価：90％以上) (駛馬･天の原小との連携)の協力体制ができた。 きたい。 こしに貢献できる力を育む。

○M-HAT会議の充実と交流した内容の地域・各家庭への

発信 教師自己評価３以上（４段階評定尺度）

○SSTやSEL-8Sなど発達支持的生徒指導の実施 ○心理教育プログラムの各学期２回の実施 ○いじめ防止アンケート等の毎月の実施、児童理 ・学校の評価は適切である。 ・各種アンケートや日頃の子供の様子、児童

い ○つながりづくりを ◯学校生活アンケート・いじめ防止アンケート等の (教師自己評価：80％以上) 解全体会での全職員で情報共有、それに伴った ・いじめの早期発見、早期対応・解決は、子 全員との教育相談から児童理解を図り、い

じ 通した、よりよい人 実施・分析による早期発見・早期対応 ◯学期毎のいじめに関する各種アンケートの実施と確 ４ いじめの早期対応により、早期解消に繋がった。 Ａ 供の心の負担をいち早く軽くすることにな じめの早期発見、早期解決に取り組むとと

め 間関係の構築 ○アンケート後の確実な教育相談 実な対応(教育活動評価：100％) ○今年度、「メルシーポスト」を設置したことに るので、引き続きの取組をお願いしたい。 もに継続的な見守りや声かけをする。

防 ・未然防止 ◯全児童対象の教育相談の実施(教育活動評価：100％) より、日常的に自他のよさを認め合ったり、感 ・家庭と学校間の連携があり、情報共有がで ・今後も継続して「メルシーポスト」の取組

止 ・早期発見 ○「メルシーアーチ」「いいところ見つけ」の取組 ○自分や友達のよさを見つけ、言語化できる児童 謝の気持ちを伝えたりすることで思いやりの心 きている。 を通して、自他のよさに気づいたり、感

・早期対応 (教育活動評価：９０％以上) ３ を育むことができ、いじめの未然防止に繋がっ Ａ ・「メルシーポスト」の取組は、子供同士が感 謝の気持ちを伝えたりする取組を進める。

○「思いやり・親切」の取組 ○友達応援隊の取組の充実(教師自己評価：80％以上) た。 謝を伝え合うことでモチベーションが上が ・いじめ対策委員会で、SSWやSCから専門的な

○「いじめ防止」研修会の実施と心理・福祉・医療 ○｢いじめ防止対策委員会｣年３回の実施と各専門家との定期的 ○「いじめ防止対策委員会」を実施しSSWやSCか り、いい結果につながると思うので非常に 助言をいただき、全職員の共通理解のもと

の専門家との連携 ・組織的な情報交換 教師自己評価３以上（４段階評定尺度） ４ ら適切な助言をいただき早期解消に生かせた。 Ａ いい。ぜひ、今後も続けてほしい。 いじめがない学級づくりに取り組む。

○つながりを生かし ○毎日の児童観察や家庭連絡による未然防止の徹底 ○全児童へ全職員による声かけ､不登校傾向児童の把握と組織 ◯少人数を生かして、全職員が他学年の児童にも ・学校の評価は適切である。 ・福岡アクション３に基づいた実践を徹底し

不 た、来たくなる学校 的対応､保護者との連携 教師自己評価３以上(4段階評定尺度) ３ 温かな声かけを行ったことは、児童の不安解消 Ａ ・引き続き、少人数であることを生かして、 て取り組むとともに、早期対応をして継続

登 づくり ○欠席がちな児童に対する、早期対応の充実 ○「福岡アクション３」の徹底した実践と欠席後の補 や不登校の未然防止に繋がったと考える。 児童との関わりを続けてほしい。 的な見守りや声かけと関係機関とつなぐ校

校 ・未然防止 習や声かけによる不安の解消(教育活動評価：100％) ３ ○スクールソーシャルワーカー（SSW）を中心に、 Ａ ・スクールソーシャルワーカー（SSW）を中心 内システムを明確にして改善を図る。

防 ・早期発見・早期対 ○地域、家庭、M-HATや教育相談室、関係機関との ○スクールカウンセラー(SC)やスクールソーシャルワ SC、児童相談所等と情報の共有を図り、連携し に情報の共有を図り、連携して取り組む姿 ・学校と家庭、関係機関（ＳＳＷ、ＳＣ、児

止 応 連携強化による不登校防止の取組 ーカー(SSW)、関係機関等の効果的な活用と連携 ４ て取り組むことで、不登校への早期対応に繋が Ａ 勢が見えてよいと思う。 童民生委員など）との連携を図り継続して

・連携強化 教師自己評価３以上（４段階評定尺度） った。 取り組んでいく。

働 ○働き方改革を推進 ○定時退校日の実施 毎週金曜日 ○月間時間外勤務総時間の減少（前年比５％減） ３ ○各月の時間外勤務時間が前年度比５％以上の減 ・学校の評価は適切である。 ・来年度も業務改善推進委員会を定期的に実

き した教育の質の向 ○退校時刻目標の達成（職員自己評価：達成率80％） 少となる月が多くあった。 Ａ ・超過勤務時間の縮減の意識の高まりは、今 施し、業務の効率化や改善策について話し

方 上 ○退校時刻の自己申告の実施による超過勤務の縮小 ◯月１回の業務改善委員会実施によるPDCAでの業務の ○毎月、業務改善委員会を実施し、教職員で共通 一層の努力をお願いしたい。 合う。

改 見直し〔続けること・やめること・改善すること〕 ３ 理解を図って取り組んできたことで、徐々に超 Ａ ・今後、ペーパーレスによる効率化がもっと ・職員各自が超過勤務縮減の意識をもって定

革 ○業務改善推進委員会の実施 （月１回の実施100％） ３ 過勤務時間縮減の意識が高まってきている。 Ａ 進むことを望む。 時退校の日時を設定して取り組む。

◇ 評価について ・【自 己 評 価】 ４：目標達成（９０％以上） ３：ほぼ達成（７０％～９０％） ２：もう少し（６０％～７０％） １：できていない（６０％未満）
・【学校関係者評価】 Ａ：自己評価は適切である Ｂ：自己評価は上方修正すべきである Ｃ：自己評価は下方修正すべきである


